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「チェンジロータリー 新時代への成長に！」～コロナゼロ・カーボンゼロ支援～ 
 
 

 

本 日 第２４０２回  ２０２１年７月３１日（金）    No.２２８３ 

 
前 回 第２４０１回   ２０２１年７月１６日（金）     記  録 

〇唱 和：「四つのテスト」 

〇出席者：会員 23 名中 15 名出席 出席率 65.21％ 

   会長あいさつ   桜井 雅博 

本日は来訪者もゲスト

もおみえにならないので、

時間の許す限りお話しさ

せて頂きます。 

お手元に配布してある、

11 月 28 日創立 50 周年

記念講演会チラシを参照

願います。松永さんに作成して頂いた叩き台です。

講師である北康利氏の講演会テーマは、「渋沢栄一

に学ぶ社会奉仕の道」―「論語と算盤」の美学―で

す。チラシ背景は尾張旭のお城です。 

次回の理事会でチラシ案を承認して頂く予定で

すので、校正等のご指摘をお願い致します。併せて、

「超約版 論語と算盤」原作者 渋沢栄一 監訳 

渋澤 健（玄孫） 2021 年 1 月 20 日初版の抜粋文

を配布しましたので、参照下さい。本の「はじめに」

では、「道徳と経済活動が一致すべき、それが渋沢栄

一の考えでした。渋沢栄一が生きたのは、日本の社

会が近代化に向けて大きく舵を切った変化の時代 

でした。変化は否応なく訪れるものです。そして、

社会が変化する時代に、人々がかならずぶつかるの

が、『本当に大事なものは何か？』という問いです。」

とあります。舟橋前会長が掲げられた、「不易流行」

に通じる考えだと思います。著書のなかでは、「富の

追求には道徳が必要 モラルなき経営は続かない」

とか「菅原道真の『和魂漢才』にたいして、私（渋

沢栄一）は『士魂商才』を唱えます。」これは、時代

背景に合わせたキーワードの置き換えかと思いま

す。また、「老いてこそ、ますます希望をもって勉強

する『精神老衰の予防法』」を唱えています。これは、

ロータリーの大切な理念である、｢入りて学び、出で

て奉仕せよ｣に似ていると思います。渋沢栄一の「論

語と算盤」を読むことによって、ロータリーの奉仕

の理想をより深く学ぶことになるのではないかと

私は思います。これらの理念をベースに、ロータリ

ークラブの紹介パンフレットを、ＳＤＧｓ委員会・

公共イメージ向上委員会を中心に作成していきた

いと思います。また、創立 50 周年記念誌の作成に
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あたっては、西尾職業奉仕委員長のご指導を仰いで、

ＳＤＧｓ委員会・公共イメージ向上委員会を中心に、

創立当時の記事を纏めて頂きたいと思っておりま

す。今般のコロナ禍により、創立 50 周年記念事業

は今年度に継承されます。皆様のご協力を宜しくお

願い致します。 

幹事報告 

・7/15(木)尾張旭市地域安全推進協議会・尾張旭ま 

つり実行委員会 於尾張旭市役所 桜井 

会長 出席                                  

・7/15(木) 第 1 回地区研修実行委員及び DL 合同委 

員会 於ガバナー事務所 森井地区研修 

実行委員 出席                               

・7/16(金)地区会員増強セミナー 於名古屋国際セ 

ンター別棟ホール 加藤会員増強委員長 

出席                                   

・2021 年 7 月 静岡県熱海豪雨災害（2620 地区） 

義捐金についてご協力をお願いします。 

〇西尾先生、本日の卓話宜しくお願い致します。 

 桜井 雅博君、菊田 利昭君、江尻  豪君 

  金森 俊輔君、熊澤  功君、田中 祐子さん 

  森井 晴生君、森 友子さん 

〇職業奉仕の卓話をさせていただきます。 

西尾 輝久君 

〇7 月 31 日の創立 50 周年式典は、父の遺品整理に

為、北海道にいますことから欠席します。皆様、

良い時間をお過ごし下さい。   仲澤 昌容君 

〇四大奉仕はロータリーの柱です。今期の活動を期

待しています。         箕輪 良孝君 

〇加藤清久さん、長い旅気を付けて。行きっぱなし

にならないようご無事で。    箕輪 良孝君 

〇早退致します。         菊田 利昭君 

「奉仕プロジェクト委

員会・内向きと外向き」 

職業奉仕委員長 西尾 

輝久 

職業奉仕とは、ロータリ

ーアンの行動哲学・倫理

観であり、一人一人が奉

仕の理念を勉強し、日々の仕事に携わる中で奉仕の

理念を実践しましょう。 

四つのテストに照らし合わせて仕事をしましょう。 

個々のロータリーアンが内面に於いて自分で考え、

「職場」で実践すること。（理解の為に「内向き職業

奉仕」と呼びます）この考えが「職業奉仕」に関す

るこれまでの日本のロータリーの一般的理解でし

た。どうしても精神論・倫理観になりがちで難解で

した。しかし、職業奉仕をこのように内向きの倫理

観・精神論を中心にとらえるのは、どうも世界中で

日本ロータリー特有な状況のようです。良い行動は

ことさらアピールしない、人に言わない隠匿の美、

人知れず良い事をしよう、海外のロータリーでは

「クラブの対外的奉仕活動」の枠組みの中で、職業

奉仕を捉えているので、いままでの職業奉仕の活動

は、会員に対する職業倫理の徹底や、工場見学・職

場見学・職業奉仕の卓話などでした。しかし、2016

規定審議会で重大で大幅な改正がありました。第 6

条の五大奉仕部門の 2 ですが、後半の｢･･･そして自

己の職業上の手腕を社会の問題やニーズに役立て

るために、クラブが開発したプロジェクトに応える

ことが含まれる｣が追加改訂されました。これを「外

向き職業奉仕」と考えると、従来の前半部分は「内

向き職業奉仕」となります。この「外向き職業奉仕」

というのは、自分の職業上の技術・経験・ノウハウ・

機材を活用して社会の問題やニーズに応え、役立て

る、それをクラブの活動として実践する事、つまり、

職業で世の中に奉仕する、これも1つの「職業奉仕」

の実践です。外向きの実践例として、地区のロータ

リアンがカンボジアの山村の子供の歯科検診と歯

磨き指導や、大震災の現地へ行き、水道復旧作業・

弁護士・税理士の無料相談など、職業奉仕と他の四

大奉仕との関係は、内向き職業奉仕で見ると、他の

四大奉仕と別格な精神論。外向きの職業奉仕でみる

と五大奉仕は連動する。ここで 2016 年の改正が教

えてくれたことをまとめると、職業奉仕は「内向き」

と「外向き」がある。内向き職業奉仕は、ロータリ

アン一人一人が奉仕活動を通じて「奉仕の理念」を

学び、それを自分の職場に持ち帰り「奉仕の理念」

や「四つのテスト」に照らして自らを律し仕事をす

る事。外向き職業奉仕とは、会員の職業上の手腕を

社会の問題に役立てるためのクラブの対外的奉仕

プロジェクトに活用する事となります。 

日時：2021 年 7 月 24 日（土） 

場所：尾張旭市文化会館 

2021 年 7 月 25 日 

中日新聞 なごや東版 掲載記事 

ニコボックス 

からくり時計お披露目式 

卓話 


